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                               【問い合わせ先】 
                               奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 
                               担当：千賀 久、岡林孝作 
                               電話：0744-24-1185  FAX：0744-24-1355 
                                          

平城遷都 1300 年記念春季特別展「大唐皇帝陵展」 

 

1300 年前の平城遷都に始まった奈良時代は、わが国が国際社会に本格的なデビューを果たした時代

でした。当時の東アジアを中心とした国際社会をリードしていたのが、中国・唐王朝です。 

唐の皇帝たちは、都が置かれた長安（西安市）の近郊に展開する唐皇帝陵（唐十八陵）に眠ってい

ます。 

近年、陝西省では唐の皇帝陵、皇族墓の発掘調査が活発におこなわれ、大きな成果を上げています。

この展覧会では、唐王朝の皇帝と皇族の陵墓にスポットを当て、陝西省考古研究院による最新の考古

学的成果を用いて、世界帝国の最高権力者が眠る唐皇帝陵の実像を再現します。 

 本年は奈良県と中国陝西省との間で友好提携の協定を締結する予定であり、陝西省文物局、同文物

交流中心、同考古研究院の全面的な協力を得て、海外初出陳を含む一級文物 12 件（13 点）をあわせ

た 80 件（95 点）の発掘出土品を借用します。また、宮内庁、奈良文化財研究所、奈良市教育委員会、

橿原市教育委員会の協力を得て、当時の日中交流を物語る奈良県内の関連出土品も合わせ、総数 102

組を出展します。同時に、1997 年から 3 ヶ年にわたり、当研究所が中国西北大学、陝西省考古研究院

と共同して実施した唐十八陵の踏査成果も紹介します。 

 
１ 開催場所 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 

       〒634-0065 奈良県橿原市畝傍町 50-2  TEL 0744-24-1185／FAX 0744-24-1355 

２ 開催期間 2010年 4月 24日（土）～6月 20日（日） 会期中無休 

３ 開館時間 午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 

４ 主  催 平城遷都 1300 年記念春季特別展「大唐皇帝陵展」実行委員会（奈良県教育委員会・

財団法人 由良大和古代文化研究協会・社団法人 平城遷都 1300年記念事業協会） 

       奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 

  共  催 中国陝西省文物局、陝西省文物交流中心、陝西省考古研究院 
５ 入 館 料  大人 1200 円（950 円）、高・大学生 700 円（550 円）、小・中学生 450 円（350 円） 
                              （ ）内は 20 名以上の団体料金 

６ 研究講座 

第 1回 5月 16日（日） 妹尾達彦（中央大学教授）、卜部行弘（当研究所） 

第 2回 5月 30日（日） 東野治之（奈良大学教授・当研究所指導研究員） 

土橋理子（当研究所） 

第 3回 6月 13日（日） 杉本憲司（佛教大学特任教授・当研究所指導研究員） 

岡林孝作（当館） 



７ 主な展示品（☆は一級文物） 

 

世界帝国の威信示す石像 

十四国蕃君長石像（昭陵北司馬門遺跡） 

周辺諸国を次々に征服して唐を巨大な世界帝国に育て

上げたのが、第２代皇帝太宗です。子の第３代高宗は、そ

の業績を称えるために、父に帰順した異民族の王 14 人の

等身大の石像を作り、太宗の墓・昭陵に献上しました。今

回、2002 年に出土した石像の一部を日本で初めて公開し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十四国番君長石像 

 

初公開・唐皇帝陵の壁画 

  壁画「武人図」（靖陵）☆ 

第 21 代皇帝僖宗の靖陵は、即位した唐皇帝の陵として

唯一、1995～96年に墓室内部の発掘調査が行われました。

陝西省考古研究院では、墓室に描かれていた壁画を剥ぎ取

り、順次修復作業を進めています。今回、修復が完了した

「武人図」を、世界に先駆けて公開します。 

                             壁画「武人図」 

巨大青龍と白虎 

 壁画「青龍図」・「白虎図」（恵陵）（模写）原品☆ 

 第９代玄宗の兄李憲は、玄宗に位を譲ったことから「譲皇帝」の称号を贈られ、その墓である恵陵も皇帝陵

の規格に準じて造営されました。恵陵の墓道壁面に描かれた青龍図と白虎図は、長さ７ｍという巨大なもので、

皇帝陵にふさわしい偉容を誇ります。航空機での輸送が困難であることから、今回の展覧会のために、実物大

の模写を制作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁画「青龍図」                     壁画「白虎図」 

 



裸足でひれ伏す文官 

     跪拝俑（恵陵）☆ 

2000 年に恵陵から出土した跪拝俑は、文官がひれ伏す姿を表した珍しい俑です。衣服の裾から足の裏が

透けて見え、靴を脱いで裸足になっていることもわかります。赤い朝服を着て笏を持った高位の文官が、皇

帝にひれ伏す姿なのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

跪拝俑 

唐代工芸技術の粋    

銀背八角鏡（李倕
り す い

2001 年に初代高祖の玄孫李倕の墓から出土した副葬

品 12点を一括で初公開します。 

墓）☆ 

朱書墓誌、螺鈿八花鏡、銀背八角鏡、銀海老錠、三足

銀壺をはじめ、いずれも高度な工芸技術がうかがわれる

逸品です。 

銀背八角鏡は径わずか６㎝の小さな空間に、精緻な文

様を凝縮しています。 

                          銀背八角鏡 

躍動感あふれる優れた筆致 

壁画「馬球図」（李邕
り よ う

2005年に発掘された初代高祖の曾孫李邕の墓に描かれていた壁画です。差し渡しが３ｍの大きな画面に、

馬球（ポロ）に興じる人々を、今にも動き出しそうな流暢な筆致で描いています。唐の貴族の間で流行した

馬球は、日本にも「打毬」として伝わりました。 

墓）☆ 

馬球図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平城遷都 1300 年記念春季特別展「大唐皇帝陵展」の特色 

１．唐皇帝陵の謎に迫る 

陝西省にある 18の唐皇帝陵（唐十八陵）のうち、墓室内部が発掘調査されたのは唐末期の

靖陵（第 21代僖宗）のみで、その実態はまだまだ謎に包まれています。今回の展示では、数

少ない皇帝陵の調査成果に加え、追諡皇帝陵（死後に皇帝号を贈られ、皇帝陵に準じて造営

された）、皇太子陵、親王・公主墓の出土品にこだわりました。それぞれを比較しながら展示

展開することで、皇帝陵を頂点とした唐の陵墓制度をわかりやすく解明し、最高支配者の墓

である皇帝陵の謎に迫ります。 

２．最新の発掘成果を紹介 

中国から借用する 80件 95点の展示品は、すべて陝西省考古研究院による正式の発掘調査

で出土した一級の考古資料です（模写 2点の原品を含む）。しかも、約 9割が 1995年以降、

約 6割が 2000年以降の新出土品です。これら新出土品を通して、近年ようやく解明の糸口が

見えてきた皇帝陵を含め、唐代陵墓の最新の発掘成果を紹介します。 

３．展示品の歴史的背景にこだわる 

展示品を墓から切り離すことなく、墓ごとに一括で展示することで、その歴史的背景にこ

だわります。たとえば、奇跡的に未盗掘で発見された李倕墓の一括出土品 12点を一堂に公開

します。それぞれの墓に埋葬された人物は、皇帝やその一族であろうとも、その人が生きた

時代の歴史を背負いつつ、生身の人間として自己の歴史も刻んできたはずです。歴史の大き

な流れとともに、それぞれの人物の生前のエピソードなども紹介しながら、人間としての唐

の皇帝とその一族の姿が思い浮かぶような特色ある展示を企画しています。 

４．スケールの大きさを体感 

恵陵（玄宗の兄・李憲）の墓室に対で描かれた青龍図と白虎図は、長さ７ｍ、幅 3.3ｍの

巨大な壁画です。航空機での輸送が困難なため、今回の展覧会のために、発掘調査を実施し

た陝西省考古研究院にお願いして実物大の模写を制作しました。また、橿原考古学研究所は

1997～99年に唐十八陵の踏査を行い、貴重な写真記録を多数所蔵しています。巨大な青龍・

白虎とともに、自然の山を改造して陵とする唐皇帝陵のスケールの大きさを体感できる写真

を多数公開します。 

５．奈良時代の天皇陵との関わり 

平城京の発掘調査に携わっている私たちは、しばしば遣唐使の息吹に触れるような出土品

に巡り逢います。奈良文化財研究所、奈良市教育委員会などの協力も得て、奈良県内の発掘

調査出土品を集め、中国の出土品と比較しながら展示するコーナーを設けました。もちろん、

主題である唐皇帝陵と奈良時代の日本の天皇陵との関係性についても、貴重な拓本などを紹

介しながら掘り下げていきます。 

 

参考資料１ 



 

 

 

大唐皇帝陵展 中国からの借用文物件数（（ ）内は点数） 

  海外初出陳 日本初出陳 その他 計 

一級 1(1) 5(6) 6(6) 12(13) 

二級 2(2) 5(9) 3(8) 10(19) 

三級 16(18) 30(33) 6(6) 52(57) 

一般 3(3) 1(1) 0(0) 4(4) 

複製品 2(2) 0(0) 0(0) 2(2) 

計 24(26) 41(49) 15(20) 80(95) 

 

 

 

 

 

大唐皇帝陵展 一級文物一覧 
    

展示品
番号 

名称 大きさ 出土年 出土地 出展歴 

21 三彩女子立俑 高 54.8㎝ 1995 節愍
せつびん

太子
た い し

日本初 陵 

22 
三彩女子立俑 

（ペルシャ風スカート） 
高 54.6㎝ 1995 節愍太子陵 日本初 

28 螺鈿八花鏡 面径 24.8㎝ 
らでんはっかきょう

 2001 李倕
り す い

 
墓 

29 銀背八角鏡 面径 6.0㎝ 2001 李倕墓 日本初 

31 三足銀壺（蓋付き） 全高 6.2㎝ 2001 李倕墓 日本初 

50 跪拝俑 長 102.5㎝ 
きはいよう

 2000 恵陵 
 

55 加彩胡人騎駝俑・駱駝 全長 82.5㎝ 2000 恵陵 日本初 

59 壁画「馬球図」 幅 305㎝ 2005 李邕
り よ う

 
墓 

60 壁画「武人図」 高 152.6㎝ 1995-1996 靖陵 海外初 

61 ガラス璧 径 10.6㎝ 
へき

 1995-1996 靖陵 
 

65 三彩双魚壺 器高 25.2㎝ 1991 南里王村唐墓 
 

85 四神十二支鏡 面径 29.0㎝ 1991 竇
とう

皦
きょう

 
墓 
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唐皇室李氏系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料３ 


